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概要 
 シ－ズ：金属アミノ酸錯体の研究は多くあるが，コバルト(III)や銅(II)のアミノ錯体では光学異
性体の立体選択的合成は起こらないと言われている。 クロム(III)では アミノ酸の種類や反応に
用いる溶媒などの違いで種々の光学純度の異なるトリス型錯体がえられることを見出した。 
 現在は トリス型の前駆体と考えらる 窒素原子で単座配位したアミノ酸と水や溶媒および２個
の２座配位したアミノ酸からなるビス型錯体の合成に成功したので それらを出発物質として ア
ルコ－ル類や炭酸プロピレンを溶媒とした反応中での立体選択的合成の違いとその原因ついて研究
している。 
 さらに 得られた錯体の固体状態での熱異性化についても研究している。 
 
 これらの研究は 現在種々の分野で注目されている立体選択的合成に関して新しい知見が得られ
溶液化学や生物化学の基礎的なデ－タを提供するのみならず 今後分析化学的は新しい光学異性体
用のカラムの充填剤としての応用や新薬製造の際の基礎的デ－タとしての面が期待される。 
 
 金属錯体 特にクロム，コバルト錯体などの合成やその構造決定についてや光学分割などの面の技
術相談などには応じられる。   
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